




















































































































































































も残存狭窄病変として右冠動脈#4PD 75%、主幹部#5 75%、前下行枝#7 99%
があるためCABと下肢動脈バイパス術を予定されている。
【考察】本症例では下肢慢性動脈閉塞が以前からあり、そこへ急性下壁心筋梗
塞が発症し、心拍出量低下に伴い脳血流と側副血行路から流れる下肢血流の
低下により本症状が出現したものと考えられた。脳卒中が疑われる症例では、
本症例の様な非典型的な症状がみられた場合、心大血管病変も考慮すべきで
あると再認された。
